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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

水水平平 22 軸軸地地震震波波振振動動台台（（㈱㈱ササンンエエスス，，SSPPTT22DD--2200KK--8855LL--8800TT））    

携携帯帯用用振振動動計計（（㈱㈱東東京京測測振振，，SSPPCC--5522  //  VVSSEE--1155DD--66））    

地地震震工工学学教教育育用用実実験験装装置置（（手手回回しし携携帯帯振振動動台台ななどど））    

    

    

【【木木材材をを用用いいたた地地盤盤補補強強技技術術】】  

土土木木分分野野ににおおけけるる木木材材のの需需要要拡拡大大ののたためめ，，丸丸太太をを地地盤盤にに打打設設ししてて地地盤盤補補強強

すするる技技術術をを開開発発しし，，住住宅宅のの液液状状化化対対策策やや盛盛土土のの軟軟弱弱地地盤盤対対策策にに利利用用ししてていい

まますす。。右右図図はは福福井井県県小小浜浜市市でで行行っったた現現場場施施工工実実験験のの様様子子でですす。。  

  

【【文文化化財財建建造造物物のの防防災災対対策策】】  

文文化化財財建建造造物物をを自自然然災災害害かからら守守りり後後世世にに継継承承すするるここととはは大大変変重重要要でですす。。そそここ

でで，，城城郭郭石石垣垣やや伝伝統統的的木木造造建建築築物物のの災災害害リリススククをを調調査査しし，，防防災災対対策策をを提提案案しし

てていいまますす。。右右図図はは石石垣垣模模型型をを用用いいたた振振動動台台実実験験のの様様子子でですす。。  

  

【【ラライイフフラライインンのの地地震震防防災災】】  

上上水水道道施施設設のの地地震震被被害害にによよるる断断水水はは人人々々のの生生活活やや消消火火活活動動にに大大ききなな影影響響をを

与与ええまますす。。そそここでで，，GGIISSをを用用いいてて管管路路のの被被害害予予測測をを行行いい，，振振動動台台実実験験でで被被害害軽軽

減減技技術術をを開開発発ししてていいまますす。。右右図図はは福福井井地地震震をを想想定定ししたた場場合合のの福福井井市市のの上上水水

道道配配水水管管のの被被害害推推定定結結果果でですす。。  

  

【【ウウェェブブ版版地地震震防防災災支支援援シシスステテムム】】  

11994488 年年福福井井地地震震等等のの災災害害資資料料ををデデジジタタルルアアーーカカイイブブ化化ししててイインンタターーネネッットト上上でで

公公開開しし，，地地震震防防災災のの啓啓発発やや教教育育にに活活用用ししてていいまますす。。右右図図はは福福井井地地震震ににおおけけるる

家家屋屋倒倒壊壊率率とと液液状状化化のの分分布布をを GGooooggllee  MMaappss でで表表示示ししたたももののでですす。。  

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

地震被害の予測と対策に関する技術開発 

 

氏氏名名：：      吉吉田田雅雅穂穂／／YYOOSSHHIIDDAA  MMaassaahhoo  EE--mmaaiill：：  mmaassaahhoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  

土土木木学学会会，，地地盤盤工工学学会会，，日日本本建建築築学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会，，日日本本地地

震震工工学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会，，国国際際地地盤盤災災害害軽軽減減機機構構，，関関西西ラライイフフ

ラライインン研研究究会会，，福福井井県県木木材材利利用用研研究究会会，，福福井井地地域域地地盤盤防防災災研研究究所所  

キキーーワワーードド：：  地地震震，，防防災災，，減減災災，，木木材材，，文文化化財財建建造造物物，，ラライイフフラライインン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・液液状状化化のの予予測測とと対対策策  

・・構構造造物物やや工工業業製製品品のの振振動動特特性性  

・・地地域域のの地地震震防防災災計計画画  
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